
認定調査票（特記事項）
概況
	


１　身体機能・起居動作に関連する項目についての特記事項
1-1麻痺等の有無，1-2拘縮の有無，1-3寝返り，1-4起き上がり，1-5座位保持，1-6両足での立位，1-7歩行，1-8立ち上がり，1-9片足での立位，1-10洗身，1-11つめ切り，1-12視力，1-13聴力
	（1）2)～5)ベッドに寝たきり状態で、意思疎通・自分の意思で四肢を動かす事も不可であり、麻痺等の有無は「四肢」を選択。

	（2）2)～5)関節の動く範囲の制限の有無確認では、上記の状態であり、肩・肘・股・膝関節-拘縮、両足-尖足、両手指－グー状態であり、拘縮の有無は「肩・股・膝関節、その他」を選択。

	（3）ベッドは常に15゜程度ギャッチアップした状態であり、職員が2時間毎の体位交換を行っており「出来ない」を選択。

	（4）ベッドをギャッチアップにてであり「出来ない」を選択。

	（5）食後（胃ろう部より注入）は、ベッドを30゜程度にギャッチアップしており、状態の良い時で1/M程度は、リクライニングチェアー座位するが、ほぼ寝たきり状態であり「出来ない」を選択。

	（6～9）ベッドに寝た状態であり、自分の意思で四肢を動かす事出来ず、立位保持・歩行・立ち上がり・片足立位とも｢出来ない｣を選択。

	（10）2/W（火・金）－特浴を行っており、洗身は全て介助との事。「全介助」を選択。

	（11）Naが切っており「全介助」を選択。

	（12･13）耳元で何回もの呼びかけにも、開眼・反応なく、意思疎通（不可）で、どこまで見えて、聞こえるかの判断出来ず、CMからも見えているか聞こえているか不明と聞く。視力・聴力とも「見えているのか、聞こえているのか判断不能」を選択。


２　生活機能に関連する項目についての特記事項 

2-1移乗，2-2移動，2-3えん下，2-4食事摂取，2-5排尿，2-6排便，2-7口腔清潔，2-8洗顔，2-9整髪，2-10上衣の着脱，2-11ズボン等の着脱，2-12外出頻度
	（1･2）バスタオルを敷き、横スライドしてのベッド→リクライニングチェアーへ移乗しており、職員が押しての移動であり、移乗・移動とも「全介助」を選択。

	（3･4）胃ろう造設しており、高カロリー栄養食（CZ-ハイ）－1日200ml×3と水分－1日4回100cc×100cc×200cc×100ccを看護師が注入、嚥下は「出来ない」、食事摂取は「全介助」を選択。16時間かけての注入であり、午後1時から600ｋcal×400ｋcalと分けており、白湯300ccは薬と混ぜて1日3回注入との事。

	（5･6）紙オムツ＋尿取りパット使用し、1日7回職員が定時交換しており、排尿・排便とも「全介助」を選択。

	（7～9）1/2W－歯科の口腔ケアがあり、タオルで顔を拭いたり、髪を梳かしたりも職員が行っており「全介助」を選択。喀痰吸引の回数が多く、深夜帯はコールも含め1時間に１回程度の対応。

	（10･11）2/W－入浴時と便失禁があった時に全て介助での着脱であり「全介助」を選択。寝たきりで各関節に拘縮や少しでも障ると皮下出血し紫色にもなる為、着替えが大変であると聞く。

	（12）施設入所し寝たきりでもあり、外出はなく「月1回未満」を選択。


３　認知機能に関連する項目についての特記事項
3-1意思の伝達，3-2毎日の日課を理解，3-3生年月日を言う，3-4短期記憶，3-5自分の名前を言う，3-6今の季節を理解，3-7場所の理解，3-8徘徊，3-9外出して戻れない
	（1～7）耳元で声かけしても開眼・発語・反応もなく、意思疎通（不可）であり「出来ない」を選択。


４　精神・行動障害に関連する項目についての特記事項　
4-1被害的，4-2作話，4-3感情が不安定，4-4昼夜逆転，4-5同じ話をする，4-6大声を出す，4-7介護に抵抗，4-8落ち着きなし，4-9一人で出たがる，4-10収集癖，4-11物や衣類を壊す，4-12ひどい物忘れ，4-13独り言・独り笑い，4-14自分勝手に行動する，4-15話がまとまらない
	（1～15）寝たきりで発語もない状態であり、問題はないと聞き取り「ない」を選択。


５　社会生活への適応に関連する項目についての特記事項　　
5-1薬の内服，5-2金銭の管理，5-3日常の意思決定，5-4集団への不適応，5-5買い物，5-6簡単な調理
	（1）看護師が胃ろう部より、注入しており「全介助」を選択。

	（2）家族管理で、必要分を施設が預かっている。「全介助」を選択。

	（3）寝たきり状態で、発語なく、意思疎通も出来ず「出来ない」を選択。

	（5）高カロリー栄養食等や必要な物は施設で一括購入しており「全介助」を選択。

	（6）高カロリー栄養食は常温で注入しており「介助されていない」を選択。


６　特別な医療についての特記事項
6 特別な医療
	（9）胃ろう増設しており、注入は看護師が行っている。


７　日常生活自立度に関連する項目についての特記事項　　
7-1障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度），7-2認知症高齢者の日常生活自立度
	・ベッドで寝たきり状態で、自力で動く事は全くなく、寝返りもうてない為「C2」を選択。

	・寝たきり状態で発語なく意思疎通も出来ないが、問題行動はない為「Ⅲa」を選択。



















































































調査日○年○月○日　　保険者番号　　　　　　　　被保険者番号　　　　　　

















